
豊かな社会づくりに向けて
価値提供の領域を拡大しています

太陽誘電の商品は様々な分野で使われています。例えば主力商品である積層セラミックコ

ンデンサは、私たちが生活の中でみかけるほとんどの電気製品に使われています。近年は

自動車など様々な製品の電子化が進むことで価値提供の領域は大きく広がっています。

インダクタ ［14%］
直流電流を通し、交流電流を通さないという
性質を利用して、様々な電子機器の電源回路
や高周波回路に使用されます。

複合デバイス ［14%］
主な商品はモバイル通信用デバイス（FBAR/
SAW）です。主にスマートフォンに使用され、
高速で高品質なデータ通信を実現する目的で
搭載が進んでいます。

コンデンサ ［66%］
電気を一時的に蓄えたり、ノイズを除去した
りする目的で様々な電子機器に搭載されます。
太陽誘電の得意とする最先端・高信頼の積層
セラミックコンデンサは、スマートフォンや自
動車など最先端の電子機器に最適で、数多く
搭載されています。

その他 ［6%］
電子化が進む自動車への搭載が最適なアルミ
ニウム電解コンデンサや、各種蓄電デバイス
を展開しています。

自動車
   先進運転支援システム 
（ADAS）
 メータークラスター
 電子制御ユニット

情報インフラ・
産業機器
  基地局通信装置
 サーバー
 セキュリティカメラ

民生機器
  テレビ
 ゲーム機器
 スマートウォッチ

情報機器
  タブレット端末
 パソコン
 HDD、SSD

通信機器
  スマートフォン

太陽誘電の主力商品
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5G  6G
2018年にサービスが始まった第5世代移動通信
システム（5G）は、スマートフォンだけでなく、様々
なIoTデバイスや、遠隔操作ロボットなどへの展
開も期待され、5G向け通信基地局やサーバーな
ど、情報インフラの整備も急速に進んでいます。
さらにその先の6Gでは、より一層のデータ通信
量増加が見込まれています。

データ通信量の激増に
対応

CASE
モビリティ革命を表す4つのメガトレンド「CASE
（C o n n e c t e d、A u t o n o m o u s、S h a r e d  & 

Services、Electric）」の進行により、自動運転車や
電気自動車は大きな成長が見込まれています。
自動車の電子化・電動化を支えるECU（電気制御
ユニット）の需要、そして電子部品の需要も拡大
の傾向が継続する見通しです。

新時代のモータリゼーション
への貢献

22%

24%

29%

16%

9%

用途分野別
売上構成比（2021年度）

［　］内は製品別売上構成比
（2021年度）

1312 TAIYO YUDEN 統合報告書2022
価値創造ストーリー 価値創造のための戦略 価値創造を支える基盤 データセクション

太陽誘電の価値提供分野


